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グであり、2009 年 4 月当時大阪府の普通の高校生であった彼が始めた
ブログは、同年冬には一日 60 万アクセスを記録することとなった。現
























































































































 今回用いるのは以下の 8 資料である。 
・資料 1．『ジェンダーレス男子。』（2015） 
・資料 2．『ジェンダーレス Style―オシャレ男子―』（2016） 
・資料 3．ELLE ONLINE「人気ジェンダーレス男子 3 人に取材 男ら
しさって何？なぜ日本社会に“ジェンダーレス男子”は必要なのか」 







  5）「座談会を緊急開催！読モ達のイマドキな香水観」 
・資料 5．Ranzuki（2015 年 12 月号）「ジェンダーレス男子、ようぢく
んととまんくんが OUT or SAFE とぶった斬る！ え！？その服でデー
トに来るの？マジ！？」とそれに付随する一連の出来事 
・資料 6．CLASSY（2016 年 8 月号）「女顔負けの努力と美肌が自慢で
す 見習いたいのは“美意識高い系男子”」 
・資料 7．日本テレビ「ナカイの窓」（2015/11/11 放送回） 
・資料 8．日本テレビ「解決！ナイナイアンサー」（2015/09/01 放送回） 
 







資料 3 は、ELLE という女性誌のオンライン版で、「ジェンダーレス
男子」へのインタビュー記事である。ここでは一次的語りと二次的語り
の分析を行う。 




































・Bem Sex Role Inventry（BSRI）（Bem 1974） 
 Bem は“The measurement of psychological Androgyny”において、
男性性・女性性を独立した二次元のものとみなし、それを測定するため、
アメリカ社会における男性・女性のそれぞれにとって望ましいとされる
特性のリストに基づいて、それぞれ 20 項目からなる Masculinity スケ
ールと Femininity スケールである「Bem Sex Role Inventry（以下
BSRI）」（表 2 参照）を作成した。その際 Bem は M 得点と F 得点の差
を基準に、M が高く F が低い masculinity タイプと、その逆で M が低





Masculin ity Femin in ity Neutral items




Assertive Does not use harsh language Friendly
Athletic Eager to sooth hurt feelings Happy
Competitive Feminine Helpful
Defends own beliefs Flatterable Inefficient
Dominant Gentle Jealous
Forceful Gullible Likable
Has leadership abilities Loves children Moody
Independent Loyal Reliable
Individualistic Sensitive to the needs of others Secretive
Makes decisions easily Shy Sincere
Masculine Soft spoken Solemn
Self-reliant Sympathetic Tactful
Self-sufficient Tender Theatrical
Strong personality Understanding Truthful
Willing to take a stand Warm Unpredictable
Willing to take risks Yielding Unsystematic
表2．Bem Sex Role Inventry（BSRI）
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・William, J.E. & Best, D.L.のリスト（1982） 
 William らは、“Measuring sex stereotypes : a thirty-nation study”
において、300 個の形容詞リストを用いて 25 か国の男女学生に対し、
どの形容詞が男性または女性のことを意味しているかについて評定させ
た。その結果、25 か国中 23 か国以上で男性を意味すると評定された形
容詞 19 個と、25 か国中 20 か国以上で女性を意味すると評定された形
容詞 19 個からなる性役割特性語リストを作成した（表 3 参照）。 
  
  
・Personal Attributes Questionnaire（PAQ）（Spence, Helmreich & 
Stapp, 1974） 
 Spence らは、Rozenckrantz ら（1986）の研究に基づき、“Masculinity 
and femininity: Their psychological dimensions, correlates, and 
























Questionnaire（以下 PAQ）」（表 4 参照）を開発した。PAQ では、典型
的な男性を記述する特性語（M 尺度）と典型的な女性を記述する特性語
（F 尺度）が区分され、各尺度のメディアン分割から生み出される 2×2
の 4 グループが、それぞれ androgynous（M、F ともにメディアン以上）、




・M-H-F scale（伊藤裕子 1978） 
 伊藤は「性役割の評価に関する研究」の中で、Masculinity、Humanity、







Masculin ity Femin in ity
 Aggressive Not aggressive
Active Able to devote self completely to others 
Can make decisions easily Cries very easily
Competitive Emotional
Dominant Excitable in a major crisis
Excitable in a major crisis Feelings easily hurt
Feeling not easily hurt Gentle
Feels very superior Helpful to others
Independent Highly needful of others' approval
Indifferent to others' approval Home oriented
Little need for security Kind
Never cries Strong need for security
Never give up easily Submissive
Self-confident Understanding of others
Stand up well under pressure Very aware of feelings of others




で、男性役割 55 語、女性役割 55 語のチェックリストを作成した。続い
てこれを用いて、「一般に男性（女性）にとって次のような性質はどの程
度重要だと思いますか」という教示のもとに、強制選択法により 7 段階
評定で男性（20～60 才）40 名、女性（20～61 才）40 名から反応を求
めた。その結果得られた反応より、Masculinity、Humanity、Femininity
の 3 類型を導出し、各要素から 10 項目ずつ選定して M-H-F scale を作






および若林（1981）の研究で選別された masculine と feminine の特性
語を基礎として、相互に独立な masculine と feminine の２次元を含む
尺度を独自に作成し、性役割の 4 類型を導出した。尺度の項目構成は、
職業志向における専門性の程度を異にする 4つの短大の 1年生を対象と
して行った調査をもとに、男性性項目 9 個、女性性項目 10 個、中性性
項目 7 個を選んだ（表 6 参照）。また、その結果から、androgynous、





















版 BSRI 作成の試み―」の中で、Bem の BSRI の作成法に順じて、独立
次元の男性性・女性性尺度を作成し、その信頼性と妥当性について検討
した。この研究では、尺度の項目構成決定のために予備調査を２度行っ
た。一回目の予備調査では、国立大学学部生及び院生 60 名（男女各 30
名）を対象として、１）男性にとって望ましい特性、２）女性にとって
望ましい特性、３）人間にとって望ましい特性各 10 語以上を記述させ
た。その結果得られた頻度 3 以上の 120 項目（各 40 項目）を項目群と
して、第二回予備調査では、大学学部生 68 名（男女各 34 名）と大学院




















差がない項目を 120 項目の中から選んだ。さらに、その中から、Bem の
BSRI 項目と類似し、かつ t 値の高い順から各項目間のニュアンスが異
なるようにして、最終的に男性性・女性性・中性性尺度各 20 項目から












































































































 今回分析に使用する表 9、表 10 の特性語リストでは、男性性特性語リ
ストと女性性特性語リストの２種類を用意した。中性性を示す項目を用
意しなかった理由としては、まず、男性性・女性性項目につづく３つ目































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































結果は以下の通りである。表 13 と表 14 では、先の表と同様、世代別
に語りの分析結果を記し、特性語（またはそれと同義であると考えられ
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 ここでは、資料 1、2 の分析結果を受けて見えてきたことについて考
察したい。 




























なぜこのような違いが資料 1 と資料 2 の間に生じたのだろうか。 









に差異や特徴はあるのかという 2 点をみていく。 
 
4.2.1 資料 2（2）：『ジェンダーレス Style―オシャレ男子―』（2016） 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4.2.4 資料５：Ranzuki（2015 年 12 月号）に関する一連の出来事 
Ranzukiはぶんか社が発行していた女子高生向け月刊ファッション雑
誌である。今回の資料は、2015 年 12 月号における「ジェンダーレス男
子、ようぢくんととまんくんが OUT or SAFE とぶった斬る！ え！？
その服でデートに来るの？マジ！？」という記事をとりあげる。 
この企画は、「男のコとデート行く服」というコンセプトに沿って
Ranzuki 専属モデル８人と読者モデル 16 人がコーディネートを組み、
それをこんどうようぢととまんが評価するという内容であった。しかし、





























































































4.2.5 資料６：CLASSY（2016 年 8 月号） 
CLASSY は、光文社から刊行されている 20 代後半から 30 代の働く
女性を主なターゲットとしたファッション雑誌である。今回取り上げる














































4.2.6 資料７：日本テレビ「ナカイの窓」（2015.11.11 放送回） 
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「400 字詰め原稿用紙 138 枚相当」 
